
ユーカリ通信ユーカリ通信
第21号  2020年12月

発行：せいわライフサービス株式会社

70120-802-109
24時間365日

編集：ユーカリ通信編集室
発行日：2020年12月1日

Elegance 
with Hospitality

1   ユーカリ通信

STARWARSの祭壇

金木犀

ナパのワイン（オーパスワン）

「
五
感
で
偲
ぶ
」
家
族
葬

「
五
感
で
偲
ぶ
」
家
族
葬

　

2
0
2
0
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
お
葬
式
も
感
染
予
防

の
観
点
か
ら
、
会
葬
者
を
招
い
て

の
一
般
葬
を
行
う
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
し
た
。
以
前
「
密
葬
」
と

よ
ば
れ
た
「
家
族
葬
」
が
主
流
に

な
り
、
ご
遺
影
を
替
え
れ
ば
、
ど

の
お
葬
式
も
み
な
同
じ
と
い
う
従

来
型
の
お
葬
式
も
少
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
遠
方
の
親
族
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
会
葬
す
る
方
式
も
一
般

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

お
葬
式
の
主
人
公
は
故
人
。
ご

遺
族
た
ち
に
交
わ
り
の
場
を
与
え

て
く
れ
る
。
目
（
視
覚
）、
耳
（
聴

覚
）、
舌
（
味
覚
）、
鼻
（
嗅
覚
）、

皮
膚
（
触
覚
）
の
五
感
で
偲
ぶ
実

例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

▼
視
　
覚

　

故
人
の
書
斎
に
は
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
関
係
の
書
籍
、
フ
ィ
ギ
ャ
ア
、

ビ
デ
オ
な
ど
が
ビ
ッ
シ
リ
と
並
ん

で
い
た
。
1
9
7
8
年
の
第
一
作
か

ら
欠
か
さ
ず
楽
し
ん
で
い
た
。
お

見
送
り
の
開
式
は
、
故
人
と
一
緒

に
映
画
を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

　

▼
聴
　
覚

　

バ
ッ
ハ
の
『
G
線
上
の
ア
リ
ア
』

が
定
番
だ
っ
た
。
最
近
は
近
し
い

人
た
ち
で
の
お
見
送
り
が
増
え
、

故
人
が
愛
し
た
曲
を
流
す
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。『
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・

グ
レ
ー
ス
』『
わ
が
人
生
に
悔
い

な
し
』『
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
』
な
ど
。

今
回
は
映
画
の
主
題
歌
『
帝
国
の

マ
ー
チ
』
が
式
場
に
鳴
り
響
い
た
。

　

▼
嗅
　
覚

　

ご
自
宅
の
庭
の
金
木
犀
が
甘
く

匂
う
季
節
が
お
好
き
だ
っ
た
。
式

場
は
そ
の
枝
の
ほ
の
か
な
香
り
に

包
ま
れ
た
。
焼
香
時
の
抹
香
と
は

別
に
、
故
人
が
愛
し
た
お
香
を
準

備
し
た
り
、
お
礼
状
に
香
水
の
香

り
を
忍
ば
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

▼
味
　
覚

　

若
い
こ
ろ
、
仕
事
で
疲
れ
が
溜

ま
る
と
、
き
ま
っ
て
日
本
橋
の
老

舗
う
な
ぎ
屋
に
行
き
、
特
上
の
お

重
で
精
を
つ
け
た
。
ま
た
、
ワ
イ

ン
を
好
ん
だ
故
人
を
中
心
に
、
お

通
夜
の
席
で
は
、ナ
パ
バ
レ
ー
の
オ
ー

パ
ス
ワ
ン
を
仲
間
と
味
わ
っ
た
。

　

▼
触
　
覚

　

祭
壇
の
お
花
を
お
棺
に
入
れ
る

「
お
花
入
れ
」
を
す
る
前
に
、
故

人
の
頬
に
手
を
当
て
て
、
生
前
の

体
温
を
想
い
出
す
。
冷
た
く
な
っ

た
故
人
の
身
体
と
心
の
温
も
り
を

感
じ
な
が
ら
お
花
で
飾
っ
た
。

【
事
前
相
談
】

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、

在
宅
死
を
望
む
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
旅
立
ち
の
場
所
や
お
葬
式
の

規
模
は
問
わ
ず
、
そ
の
人
ら
し
い

姿
で
い
て
ほ
し
い
。
そ
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
の
は
、
信
頼
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
の
医
者
」
と
「
気

心
の
知
れ
た
葬
儀
社
」
で
す
。
ま

ず
は
、
事
前
相
談
か
ら
は
じ
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
送
る
人
」と
「
送
ら
れ
る
人
」が
心
お
き
な
く
お
別
れ
が

で
き
る
時
と
空
間
を
創
造
し
、
想
い
を
繋
ぐ
こ
と
が
せ
い
わ

ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
の
役
割
で
す
。こ
こ
に
故
人
を「
五
感
で
偲
ぶ
」

お
葬
式
を
提
案
い
た
し
ま
す
。



■東急百貨店本店 7階 MARUZEN＆ジュンク堂書店
　『気づいたら物忘れがなくなる脳活ドリル 3ヶ月で脳が若返る！』
　『気づいたら物忘れがなくなる脳活ドリル 記憶力が上がる！』
　各1,450円

健康
レシピ

今
が
旬
の
ご
ぼ
う
入
り

フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ
コ
ラ
さんぽ道

細
井
綾
香

岩
井
光
隆

東
京
染
井
温
泉 

S
A
K
U
R
A 

広
報
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都
心
で
愉
し
む
琥
珀
色
の
天
然
温
泉

【
問
い
合
わ
せ
】  

東
京
染
井
温
泉  

S
A
K
U
R
A

0
3（
5
9
0
7
）5
5
6
6

今
が
旬
の
「
ご
ぼ
う
」
は
、
不

溶
性
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
便
秘

解
消
、
整
腸
、
が
ん
予
防
に
も
効

果
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

血
糖
値
の
上
昇
も
抑
制
す
る
働
き

も
あ
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
ご
ぼ
う
を
デ
ザ
ー
ト
に

入
れ
て
一
味
違
う
フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ

コ
ラ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
材
料
（
6
個
分
）

■
作
り
方

①
ご
ぼ
う
は
、
洗
っ
て
皮
つ
き
の
ま

ま
す
り
下
ろ
す
。

②
ボ
ウ
ル
に
チ
ョコ
レ
ー
ト
入
れ
て
湯

煎
で
と
か
し
、
砂
糖
半
量
と
バ

タ
ー
を
加
え
て
溶
か
す
。

③
別
の
ボ
ウ
ル
に
薄
力
粉
を
ふ
る
い

に
か
け
、
卵
・
コ
コ
ア
・
残
り
の

砂
糖
を
一
緒
に
混
ぜ
る
。

④
③
に
②
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
す

り
下
ろ
し
た
ご
ぼ
う
を
加
え
て

さ
ら
に
混
ぜ
る
。

⑤
容
器
に
④
を
流
し
入
れ
て
、
冷

蔵
庫
で
１
時
間
程
度
冷
や
す
。

⑥
２
０
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で
約
７
分
ほ

ど
焼
い
て
完
成
。

江
戸
の
昔
、巣
鴨
・

駒
込
地
区
は
植
木
職

人
が
多
く
住
ん
で
お
り

「
染
井
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
オ
オ
シ
マ
ザ

ク
ラ
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
今
で
い
う

品
種
改
良
の
結
果
生
ま
れ
た
の
が

「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」。
そ
れ
ま
で
の
桜
の

名
勝
地
で
あ
り
桜
の
代
名
詞
で
も

あ
っ
た
吉
野
に
か
け
て
「
染
井
村
生

ま
れ
の
吉
野
桜
」
と
い
う
こ
と
か
ら

「
染
井
吉
野
と
な
り
、
今
で
は
全
国

の
桜
の
70
パ
ー
セ
ン
ト
と
も
、
も
っ

と
多
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
歴
史
的
な
背
景
を
持
つ

地
に
あ
る
の
が
「
染
井
温
泉
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
で
す
。
東
京
二
三
区
の

中
、
山
手
線
沿
線
の
湯
量
豊
か
な

天
然
温
泉
で
す
。
山
手
線
巣
鴨
駅

南
口
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
が
往
復

し
て
足
の
便
も
良
く
、
営
業
時
間

は
10
時
〜
23
時
。
館
内
に
は
内
風

呂
、
露
天
風
呂
、
岩
盤
浴
の
他
、

ボ
デ
ィ
ー
ケ
ア
関
連
や
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
。
そ
れ
に

メ
ニ
ュ
ー
豊
富
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
り
ま
す
。

東
京
染
井
温
泉
　
S
A
K
U
R
A

www.sakura- 2005.com
/

大和桜の湯（男性大浴場)

＊
ご
ぼ
う
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60
ｇ

＊
ビ
タ
ー
チ
ョ
コ・・・・・・・・・・・・・・1
0
0
ｇ

＊
砂
糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70
ｇ

＊
バ
タ
ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
1
0
0
ｇ

＊
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
3
個

＊
薄
力
粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30
ｇ

＊
ピ
ュ
ア
コ
コ
ア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
5
ｇ

効
用
：
神
経
痛
・
筋
肉
痛
・
関
節
痛
・
慢
性
消
化
器
病
・
慢
性
婦
人
病

増
え
た
お
う
ち
時
間
に
〝
脳
活
〞

東
急
百
貨
店 

本
店

M
A
R
U
Z
E
N
&
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店

0
3（
3
4
7
7
）3
8
1
1

顔
は
覚
え
て
い

る
の
に
名
前
が
出

て
こ
な
い
。
買
い
物

に
行
っ
て
も
必
要
な
も
の
を
買
い

忘
れ
る
。

「
あ
れ
」「
こ
れ
」「
そ
れ
」が
多
く

な
る
e
t
c
。 

こ
ん
な
お
悩
み
に
こ

た
え
る
、
脳
の
老
化
を
ゆ
る
め
て

記
憶
力
を
U
P
さ
せ
る
最
新
ド
リ

ル
で
す
。

脳
は
毎
日
鍛
え
る
こ
と
で
何
歳

か
ら
で
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
、
記

憶
力
も
ま
だ
ま
だ
の
び
し
ろ
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

外
出
や
会
食
を
控
え
る
な
ど「
新

し
い
生
活
様
式
」の
中
、友
達
や
離

れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
と
直
接
会
う

機
会
が
減
る
一
方
、
増
え
た
の
は

家
で
過
ご
す
〝
お
う
ち
時
間
〞。

お
う
ち
時
間
に
1
日
1
ペ
ー
ジ

ず
つ
、記
憶
力
の
他
、計
算
力
や
言

語
力
、
洞
察
力
な
ど
楽
し
み
な
が

ら
脳
を
刺
激
し
て
ド
リ
ル
で
脳
を

鍛
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

中
田
誠
一

東
急
百
貨
店 

本
店

株
式
会
社 

レ
オ
ッ
ク

0
3（
5
2
2
0
）8
5
5
0〈
代
表
〉

w
w

w.leoc-j.com

栄
養
士



便り

N
H
K
交
響
楽
団
が
贈
る 

極
上
の
ニュ
ー
イ
ヤ
ー・コ
ン
サ
ー
ト

N
P
O
法
人 

渋
谷
さ
く
ら
育
樹
の
会

0
9
0（
1
4
2
0
）4
8
8
4

www.shibuya-s-hills.jp

N
響
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
定
期
　
2
0
2
0
／
2
0
2
1
シ
リ
ー
ズ 

第
112
回

3   ユーカリ通信

B
u
n
k
a
m
u
r
a
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

0
3（
3
4
7
7
）9
9
9
9

w
w

w
.bunkam

ura.co.jp

2
0
2
1
年
の
新
春
を
飾

る
第
1
1
2
回
は
、国
内
外

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
活
躍
を

続
け
る
俊
英
・
渡
邊
一
正
を

指
揮
に
迎
え
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
7
番
で
華
や

か
に
幕
開
け
。
演
奏
会
の
後

半
は
、日
本
が
世
界
に
誇
る

歌
姫
・
森
麻
季（
ソ
プ
ラ
ノ
）

が
登
場
し
、レ
ハ
ー
ル
の
喜
歌
劇『
メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』よ
り「
ヴ
ィ
リ
ア
の

歌
」や
、グ
ノ
ー
の
歌
劇『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

よ
り「
宝
石
の
歌
」な
ど
、華
麗
な
オ

ペ
ラ
・
ア
リ
ア
の
名
曲
の
数
々
を
た
っ

ぷ
り
と
披
露
。
美
し
い
歌
声
に
酔
い

し
れ
た
あ
と
、演
奏
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
の
は
、ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・コ
ン

サ
ー
ト
に
は
欠
か
せ
な
い
名
曲
、

J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
の
ワ
ル
ツ「
美

し
く
青
き
ド
ナ

ウ
」。
新
し
い
年
の

訪
れ
を
、美
し
く

華
や
か
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
音
色
で

お
祝
い
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

〈
日
程
〉2
0
2
1
年
1
月
9
日（
土
）開

演
15
時
30
分

〈
会
場
〉B
u
n
k
a
m
u
r
a
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ホ
ー
ル

〈
出
演
〉指
揮
：
渡
邊
一
正

ソ
プ
ラ
ノ
：
森
麻
季

〈
曲
目
〉▼
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲 

第   

7
番 

イ
長
調 

作
品
92 

▼
シ
ャ
ル
パ

ン
テ
ィ
エ
：
歌
劇「
ル
イ
ー
ズ
」よ
り

〝
そ
の
日
か
ら
〞
▼
グ
ノ
ー
：
歌
劇

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」よ
り
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
ワ

ル
ツ
、〝
宝
石
の
歌
〞
▼
マ
イ
ヤ
ベ
ー

ア
：
歌
劇「
デ
ィ
ノ
ラ
ー
」よ
り〝
影
の

歌
〞▼
J
・シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
：
ワ
ル
ツ

「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」ほ
か

〈
料
金
〉S
席 

8
、8
0
0
円 

　
　
　

A
席 

7
、3
0
0
円

B
席 

5
、7
0
0
円

C
席 

3
、6
0
0
円

（
全
席
指
定
・
税
込
・
未
就
学
児
不
可
）

渋
谷
駅
桜
丘
口
再

開
発
第
一
期
工
事
は

2
0
2
3
年
の
完
成

に
向
け
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
新
街
区

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、コ
ス
モ
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
渋
谷
や
地
元
企
業
・

団
体
と
協
力
し
て
、
新
し
く
で

き
る
公
園
に「
桜
丘
町
の
シ
ン
ボ

ル
」と
し
て
、
宇
宙
桜
の
植
樹
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
準
備
と
し
て
2
0
1
8

年
3
月
に「
渋
谷
イ
ン
フ
ォ
ス
タ

ワ
ー
」の
敷
地
内
に
宇
宙
桜
の
試
験

植
樹
を
し
ま
し
た
。
こ
の
桜
の
苗
木

の
種
は「
稚
木
の
桜
」と
い
う
品
種

で
、2
0
0
8
年
宇
宙
飛
行
士
の
若

田
光
一
さ
ん
が
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン「
き
ぼ
う
」に
運

び
8
か
月
滞
在
し
た
後
、地

球
に
帰
還
し
た
も
の
で
す
。

通
常
10
年
か
か
る
と
こ
ろ
、

宇
宙
を
旅
し
た
種
は
4
年
で

開
花
し
ま
し
た
。
桜
丘
の
宇

宙
桜
も
2
年
8
か
月
で
2
メ
ー
ト
ル

に
達
し
て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

新
街
区
の
宇
宙
桜
が
見
ご
ろ
に

な
っ
た
こ
ろ
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
桜
丘
の
宇
宙
桜
を
展

望
す
る
計
画
で
す
。

 

森  麻季 ©Yuji Hori

渡邊 一正 ©Satoshi Mitsuta

宇
宙
桜

宇
宙
桜

N
P
O
法
人 

渋
谷
さ
く
ら
育
樹
の
会  

理
事
長　

佐
野
と
も
子

「
遺
留
分
減
殺
請
求
」か
ら

「
遺
留
分
侵
害
額
請
求
」へ
の
相
続
法
改
正

法律税務と

（
渋
谷
宇
宙
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

そ

ら

ざ
く
ら

わ
か 

  

き

高
橋
辰
三

弁
護
士

従
来
、兄
弟
姉
妹
以
外
の
相
続
人

は
生
活
保
障
の
た
め
、最
低
限
保
障

さ
れ
る
べ
き
遺
留
分（
配
偶
者
・
子

は
全
体
で
相
続
財
産
の
2
分
の
1
、

親
が
相
続
人
の
場
合
は
3
分
の
1
）

が
認
め
ら
れ
、遺
言
や
生
前
贈
与
に

よ
り
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に

は
、遺
留
分
を
侵
害
す
る
限
り
で
遺

贈
や
贈
与
の「
減
殺
」の
請
求
が
で

き
ま
し
た
。

遺
留
分
減
殺
請
求
は
、物
権
的
効

力
が
あ
り
、例
え
ば
不
動
産
に
つ
い

て
は
、受
遺
者
等
か
ら
遺
留
分
を
侵

害
し
て
い
る
限
度
で
不
動
産
の
持
ち

分
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
場
合
、持
ち
分
移
転
登
記
請

求
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に

な
り
、判
決
に
よ
り
当
事
者
間
で
共

有
状
態
が
生
じ
、共
有
物
に
関
し
て

紛
争
が
複
雑
化
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、遺
留
分
減
殺
請
求
に
対
し

て
は
、受
遺
者
等
は
価
額
弁
償
を
選

択
す
る
こ
と
に
よ
り
、物
の
返
還
で

は
な
く
金
銭
で
支
払
う
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
、2
0
1
9
年
7

月
以
降
に
開
始
し
た
相
続
で
は
、遺

留
分
を
侵
害
さ
れ
た
額
に
相
当
す
る

金
銭
の
支
払
い
を
求
め
る
遺
留
分
侵

害
額
請
求
に
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

（
民
法
1
0
4
6
条
）。

こ
れ
で
遺
言
等
に
よ
り
遺
留
分
を

侵
害
さ
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
、不
動

産
が
共
有
状
態
と
な
る
こ
と
は
無
く

な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、金
銭
請
求
だ
と
請
求
を

受
け
る
側
に
支
払
能
力
が
な
い
場
合

も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
新
法
で
は
、

遺
留
分
侵
害
額
請
求
を
受
け
た
者

の
申
し
出
に
よ
り
、遺
留
分
侵
害
額

の
負
担
債
務
の
全
部
ま
た
は一部
に
つ

い
て
裁
判
所
に
相
当
の
期
限
の
許
与

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た（
同
1
0
4
7
条
５
項
）。

ア
ジ
ア
ン
タ
ム
法
律
事
務
所

0
3（
3
4
8
7
）0
9
2
0
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「せいわライフ会社案内」と「イザ時ノート」

ユーカリ通信   4

TEL:03-3780-9991 FAX:03-3780-9990
https://www.seiwa-life.co.jp

せいわライフサービス株式会社
〒150-0031東京都渋谷区桜丘町15-8-103

思いどおりの「お見送り」をお考えのあなたへ

「想い」づくりのお手伝いをいたします。
■家族葬、音楽葬などの自由葬、伝統葬儀（仏式、
　神道、キリスト教）、火葬場葬、社葬、
　ホテルメモリアル、お別れの会など。
■葬儀プラン、遺言作成、相続
　手続など専門スタッフが親身
　にご相談を承ります。
■お祝い花、お弔い花の全国
　配達。
■ユーカリの会（入会金・年会
　費なし）入会受付中。

河野典子 （横浜市港北区）

「おいおい、
まだ手落ちがあるぞ」
「おいおい、
まだ手落ちがあるぞ」

父の七七日忌も済ませたある日、家の台所に立っていると、

突然レンジフードの中に仕込まれている電球が消えました。

買い置きの電球を探してめったに触らない抽斗を開けると、

目に飛び込んできたのは「せいわライフサービス会社案内」で

した。なぜここに？と思いつつ

取り出そうとすると、その下から

父が６年ほど前に書き込んだ

「イザ時ノート」が出てきました。

その瞬間、当時父から預かっ

て帰ったものの「まだずっと先

のことだろうし、考えたくもない。

でも紛失してはいけない」とここに入れたことを思い出しました。

ノートには、父の自身の人生の仕舞い方が書いてありました。

私がこのノートを取り出すことなく、父が思ったような葬儀で

送ることができたのは、2014年の時点で、「せいわライフ」の
担当者が父の自宅までいらしてくださり、父と綿密な打ち合

わせをしておいてくださったおかげです。その折に父は祭壇の

デザイン、花や棺の種類、通夜振舞いの料理、火葬場とその

等級まで指定して、遺影もお預けしてありました。

ところで、その「イザ時ノート」には、ある保険の契約内容を

示す書類が挟んでありました。その

保険の存在は私ども家族が誰も気

がつかなかったものでした。そこまで

来て私は、これは電球が物理的に

切れたのではなく、父が「おいおい、

まだ手落ちがあるぞ」と教えてくれた

のではないかと思うに至りました。

果たして、新しい電球を探すのをやめて点検をしたところ

電球はほんの少し緩んでいただけで、きゅっと回すと元どおりに

明かりが灯りました。　

セルリアンタワー
東急ホテル

渋谷フクラス
（東急プラザ）

さくら
坂

渋
谷
駅

R246

せいわライフサービス

桜
通
り

↑
恵
比
寿

西
口

父の遺髪を納めた桜柄の器

　
吉
田
茂
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カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
交
差
す
る

　
　
　
　
　
　 

　
心
の
交
流

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
チ
ー
フ
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

セルリアンタワー東急ホテル
タワーズバー「ベロビスト」

タ
ワ
ー
ズ
バ
ー「
ベ
ロ
ビ
ス
ト
」
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3
4
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）3
3
9
8

www.tokyuhotels.co.jp/cerulean-h/

0120-802-109
ハーモニー トウキュウ

プロの
お仕事

事務局からのお知らせ

「人生100年 記念日チャート」をお届けします。
私たちの一生には、さまざまなイベントが訪
れます。日本の美しい文化を生かし、大切な
方との想いをつながれてはいかがでしょう。

バ
ー
テ
ン
ダ
ー

歴
30
年
。
こ
の

仕
事
は
時
に
心

理
学
の
様
に
奥
深
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
お
酒
を
提
供
す
る
だ
け
で

は
な
く
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
身
を
寄
せ

た
目
の
前
の
ゲ

ス
ト
が
そ
の
日

そ
の
時
、
ど
ん

な
気
持
ち
で
来

店
し
て
い
る
の

か
、
深
い
洞
察

力
が
問
わ
れ
る
事
が
多
く
あ
る
か

ら
で
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
と
い
う
絶
妙
な
境

界
線
を
隔
て
、時
に
そ
の
線
を
越
え

た
り
引
い
た
り
し
な
が
ら
、相
手
の

「
心
の
色
」を
読
み
取
り
、
カ
ク
テ

ル
を
仕
立
て
て
い
く
の
で
す
。
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
の
時
も
あ
れ

ば
、シ
ェ
イ
カ
ー
の
音
だ
け
が
響
き

渡
っ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
て
い
る
う
ち
に
互
い
の
距
離

は
縮
ま
り
、信
頼
関
係
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
こ
の
心
が
交
差
す
る「
接

点
」を
見
出
す
こ
と
こ
そ
が
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
の
醍
醐
味
で
あ
り
、使
命
で

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

店
を
訪
れ
る
理
由
は
人
そ
れ
ぞ

れ
。
幸
せ
を
誰
か
と
共
有
し
た
い

時
も
あ
れ
ば
、独
り
悲
し
み
を
癒
し

た
い
時
な
ど
様
々
で
す
。
ど
ん
な

時
で
も
カ
ウ
ン
タ
ー
上
に
ゆ
ら
ぐ

一
杯
の
グ
ラ
ス
が
、そ
の
方
の
人
生

に
光
を
照
ら
す
存
在
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
、そ
の
こ
と
を
一
心
に
願

い
、私
は
日
々
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
ち

続
け
て
い
ま
す
。

人
と
の
触
れ
合
い
が
激
変
し
た

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、カ
ウ
ン
タ
ー

越
し
に
交
差
す
る
一
期
一
会
の
交

流
を
大
切
に
、
今
後
も
弛
ま
ぬ
努

力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。


